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1 持続可能な社会に向けて

環境への取り組み

　現代社会の問題はさまざまな分野が複雑に絡み合い、より難解なものへと変わってきています。地球規模で
の人口増加や経済規模の拡大の中で、人間活動に伴う地球環境の悪化はますます深刻となり、地球の生命維持
システムは存続の危機に瀕しています。人間活動が地球の生態学的上限を超えず、持続可能な社会となるため
には、環境・経済・社会の総合的向上を進めることが重要です。そして、そこで暮らす一人ひとりの生活が持
続可能な形に変革されていくことが重要です。

■玉川学園における人材育成について
　「自然の尊重」を教育信条の一つとして掲げてきた玉川学園では、全学園をあげて環境保全活動と環境教育
を推進してきました。私たちは自主的に困難な問題を解決し、想像力豊かな発想で自らの道を開拓できるよう、
社会で活躍する人材を輩出していきます。
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　学部ごとに下記の担当を設けて、組織運営にあたっています。

学部の最高責任者。
学部における目標計画の企画・立案・調整および教員人事、予算執行管理等。教授会、
主任会の招集・開催。

学科の最高責任者。
学科における目標計画の企画・立案・調整および教員人事、予算執行管理等。就
職担当を兼務。

学部ごとに1名配置。
学部における教務事項の実施・統括および全学的な教務事項との調整。

学部ごとに1名配置。
学部における学生生活指導・学生相談・福利厚生に関する事項の統括および全学
的な学生生活指導事項との調整。

学科ごとに1～2名配置。
学科における教務事項の企画・立案・調整・実施。

学科ごとに1～2名配置。
学科における学生生活指導・学生相談・福利厚生に関する事項の実施。学生支援
センターとの連携。

学科または学部ごとに数名配置。
学科の教職課程履修指導・教育実習指導に関する事項の実施および全学的な教職
課程に関する事項の調整。教師教育リサーチセンターとの連携。

学科ごとに数名配置。
学科における就職指導事項の企画・立案・実施。キャリアセンターとの連携。

学科または学部ごとに数名配置。
留学プログラムの企画・推進および説明会・参加者選考面接の実施。留学プログ
ラムに関する国際教育センターおよび学部・学科との連携・調整。

学科または学部ごとに1名配置。
インターンシップ受け入れ先の開拓・連絡・調整。インターンシップに関わる事前・
事後指導の企画・立案・実施。

学部ごとに1名配置。
学部におけるFD活動の立案・実施。

学部ごとに1名配置。
ユニバーシティ・スタンダード科目（主に初年次教育）の教育内容の検討。

入学式や卒業式等の全学共通行事の企画・立案・調整・実施。

クラス・ゼミごとに１名配置。
教務・学生生活上の指導・相談。「一年次セミナー 101・102」の担当。
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2 教育機関の社会的責任

　教育機関は、社会的責任を果たす重要な役割を担うだけでなく持続可能な社会の実現に向けた貢献も求めら
れます。環境への配慮やエネルギーの効率化、地球規模の問題への意識を高める教育活動など、将来の世代に
良い環境を提供するために、環境教育を通じて生徒や学生に持続可能な行動を促すことが必要です。

■玉川学園の環境教育
　玉川学園は緑豊かなキャンパスです。児童・生徒・学生は、自然に触れる機会を多く持ち、自然との調和を
学ぶ労作教育を実践します。また、環境問題についての知識を学ぶだけでなく、持続可能な社会のための解決
策を考える力を養います。TAMAGAWA Smart Campus構想の一つであるGX教育の推進（GX：Green 
Transformation）に基づき持続可能な社会への行動を加速させます。

　雄大な自然は、それ自体が偉大な教育をしてくれる。また、この貴重な自然環境を私たちが守ることを教
えることも、また大切な教育である。

12の教育信条の一つでもある「自然の尊重」


